























Supporting Learning Disabilities in Slovenia:
Building a Social System for Japanese Language Learners with Dyslexia
池田伸子，守時なぎさ
 IKEDA Nobuko, MORITOKI Nagisa
Key words:
日本語教育、ディスレクシア、政策、連携、スロヴェニア
Teaching Japanese as a foreign language, dyslexia, social system, 
cooperation, Slovenia
Abstract
 This paper aims to grasp the present situation of a learning disability “dyslexia” in 
Slovenia and to make some proposals for teaching Japanese language as a foreign 
language to learners with dyslexia. So far, only a few examples of dyslexia are reported 
in Japan. However, more and more people in the world with dyslexia are studying 
Japanese as a foreign language and they are facing problems for which no support is 
expected in the process of Japanese language learning. As language teachers, we need 
to recognize the situation and to improve the conditions for Japanese language learners 
with dyslexia. An analysis of the Slovene situation leads us to the following four 
proposals: 1) to let people recognize dyslexia as a phenomenon, 2) to enact a social 
system for people with dyslexia, 3) to establish a criteria for performance evaluation of 
involved students in Japanese language learning, and 4) to develop a learning method 
and learning materials for these specifi c learners. The most important fi nding from the 
Slovene examples is the fact that we should spread awareness towards dyslexia among 
teachers, specialists, doctors, counselors and others, so that all these professions may 

























































































































が 10）、その後 1911 年に首都リュブリャーナに、学習困難を抱える子どもを特別に教育する施設
（Zavod za usposabljanje Janeza Levca（ヤネス・レウツ訓練研究所））が設立された。この施設
設立の目的は「学習困難を抱える児童が無視されることなく、特別な支援を受けることによって、



























に関する指針』（Strokovna skupina pri uradu za razvoj šolstva 2008）が出された他、 学習困難



















　学習困難に関する最新の法律『特別な必要性がある子どもに関する法律』（Zakon o usmerjanju 











を抱える子どもに対する法律が制定されている。最新の法律（2010 年改正版 17））では、 個室で












る。困難が大きい場合には 5 時間の支援が認められるが、困難が小さい場合には 1 ～ 4 時間の支
援を行ことが決定される。ただし実際の特別支援授業は、当該の教育機関における支援が必要な
子どもと特別指導員の割合によって遂行される。支援が必要な子どもが多く特別指導員が少ない





































































































































 1） アルファベット圏でのディスレクシア人口は 5 ～ 10% だと言われている。（BBC NEWS, 2004
年 9 月 1 日版 http://news.bbc.co.uk/2/hi/health/3618060.stm、2012 年 9 月 17 日参照）
 2） スロヴェニアでディスクレシアを抱える人は重度の者が人口の約 3％、軽度の者も含めると人
口の約 7％（Kavkler 2002b）、また重度のディスレクシアが原因で小学校を終えることができ
ない子どもが 2 ～ 3％いると言われている（Kavkler 2002a）。
 3） スロヴェニア語は南スラブ語族の一言語である。同じく南スラブ語族に属する言語に、クロア
チア語、セルビア語、ブルガリア語等がある。
 4） http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/002.htm （文部科学省、 学習障害






 7） 厳密には、 disleksija は「読むことが困難な状態」を表し、「書くことが困難な状態」は
disgrafi ja、「正書法に沿うことが難しい状態」は disortografi ja であるが、 一般的には
disleksija という言葉が「言語の運用が困難な状態」を代表して用いられている。




 9） ただしシャリは英語（dyslexia）から借用した「disleksija （ディスレクシヤ）」という言葉で
はなく、 ドイツ語（Legasthenie）から借用した「legastenika （レガステニカ）」という言葉
もしくは「読み書き困難（motnje v branju in pisanju）」という表現を用いていた。
10） この施設はイタリアとの国境の町ゴリツァに創設された。
11） スロヴェニアの教育制度は初等義務教育が 9 年間、 中等教育が 4 年間である。1919 年のユー
ゴスラビア王国の時代から 1996 年に教育改革が行われるまでは、 初等義務教育の期間は 8 年
間であった（Jug & Jovanovič 2000）。初等教育 9 年制は地方別に段階的に導入され、2011 年
にスロヴェニア全国への導入が完了した。
12） 前出の教育・科学・文化・スポーツ省の 2005 年当時における名称である。 




14） ここでの「早期」とは、 文字の読み書きを習得し始める「小学校 1 ～ 2 年生」を指す。なお
1975 年の教育制度では「小学校 1 ～ 2 学年」は年齢 7 ～ 8 歳にあたる。
15） http://www.uradni-list.si/1/content?id=104630&part=&highlight=otrok+s+posebnimi+potre








16） 「1 時間」は 45 分である。
17） http://www.uradni-list.si/1/objava.jsp?urlid=201048&stevilka=2493（2012 年 9 月 17 日参照）
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